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生活
せいかつ

のきまり 
                            

１ｓｔ
ふぁーすと

 stage
すてーじ

（1年
ねん

～4年
ねん

） 

このやくそくは、みなさんが楽
たの

しく、元気
げんき

に、友
とも

だちと 力
ちから

を合
あ

わせて、よい毎日
まいにち

を送
おく

るためのものです。

しっかり守
まも

っていきましょう。（おうちのよく見
み

えるところにはっておきましょう。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 登
とう

下校
げ こ う

 

・集団
しゅうだん

登校
とうこう

におくれないようにしましょう。 

・安全
あんぜん

に注意
ちゅうい

して、列
れつ

を整
ととの

えて登
とう

下校
げ こ う

しましょう。 

・バス
ば す

の乗
の

り降
お

りに気
き

をつけ、バス
ば す

の中
なか

では、静
しず

かにしましょう。             

・誰
だれ

にでも気持
き も

ちのよいあいさつをしましょう。登
とう

下校中
げこうちゅう

に会
あ

った地域
ち い き

の人
ひと

や、 

友達
ともだち

にもしっかりあいさつをしましょう。 

・学校
がっこう

には８時
じ

から８時
じ

１０分
ぷん

の間
あいだ

に着
つ

くように登校
とうこう

しましょう。 

・寄
よ

り道
みち

をしないで、通学
つうがく

路
ろ

を通
とお

って帰
かえ

りましょう。 

・通
つう

学帽
がくぼう

を必
かなら

ずかぶりましょう。 

 

２ 持
も

ち物
もの

 

・ランドセル
ら ん ど せ る

等
とう

、通学用
つうがくよう

かばんで通学
つうがく

しましょう。  

・持
も

ち物
もの

には、すべて名前
な ま え

を書
か

きましょう。 

・筆記
ひ っ き

用具
よ う ぐ

はえんぴつ、色
いろ

えんぴつを使
つか

いましょう。 

・学習
がくしゅう

に必要
ひつよう

のないものは、持
も

ってこないようにしましょう。 

お金
かね

・まんがの本
ほん

・おもちゃ（遊
あそ

ぶ機能
き の う

のついた筆記
ひ っ き

用具
よ う ぐ

を含
ふく

む）など 

 

 

みんなの約束
やくそく

 

・気持
き も

ちのよいあいさつ、気持
き も

ちのよい言葉
こ と ば

づかいをします。 

・友
とも

だちをたたいたり、けったりせず、だれとでも仲
なか

よくします。 

・自分
じ ぶ ん

のもの、友
とも

だちのもの、学校
がっこう

のものを大切
たいせつ

にします。 



３ 遊
あそ

 び 

・遊
あそ

びの約束
やくそく

や生徒会
せいとかい

の約束
やくそく

を守
まも

って、だれとでもなかよく元気
げ ん き

に遊
あそ

びましょう。 

・決
き

められた場所
ば し ょ

以外
い が い

でボール
ぼ ー る

遊
あそ

びや走
はし

り回
まわ

って遊
あそ

びません。 

・チャイム
ち ゃ い む

がなったら授業
じゅぎょう

が始まります
は じ

。間
ま

に合う
あ

ように教室
きょうしつ

に入
はい

りましょう。 

・体育館
たいいくかん

では、ボール
ぼ ー る

をけらないようにしましょう。 

・晴
は

れの日
ひ

は外
そと

で元気
げ ん き

に遊
あそ

びましょう。雨
あめ

の日
ひ

は教
きょう

室
しつ

や図
と

書
しょ

館
かん

で安
あん

全
ぜん

に過
す

ごしましょう。 

 

４ 保
ほ

 健
けん

 

・手
て

あらい、うがい、食後
しょくご

の歯
は

みがきをしっかりしましょう。 

・保健室
ほけんしつ

では静
しず

かにしましょう。 

・トイレ
と い れ

を使
つか

った後
あと

はきちんと流
なが

し、きれいに使
つか

いましょう。 

・スリッパ
す り っ ぱ

をきちんとそろえましょう。 

 

５ 安
あん

 全
ぜん

 

・ろうかは右側
みぎがわ

を歩
ある

きましょう。 

・まどから顔
かお

や体
からだ

を出
だ

さないようにしましょう。 

・放送
ほうそう

があったら、話
はなし

をやめてしっかり聞
き

きましょう。 

・知らない
し    

人
ひと

には、自分
じ ぶ ん

や友だち
とも    

の名前
な ま え

や住所
じゅうしょ

、電話番号
でんわばんごう

を 

教
おし

えないようにしましょう。 

・知
し

らない人
ひと

には絶対
ぜったい

についていかないようにしましょう。 

 

６ おうちでのくらし 

・外
そと

へ行
い

く時
とき

は、だれと、どこへ行
い

って、いつ帰
かえ

るかを家
いえ

の人
ひと

に分
わ

かるようにしてから行
い

き

ましょう。午
ご

後
ご

５時
じ

頃
ごろ

には、または暗
くら

くならないうちに家
いえ

に帰
かえ

りましょう。 

・ローラースケート
ろ ー ら ー す け ー と

、スケートボード
す け ー と ぼ ー ど

、一輪車
いちりんしゃ

などは、安全
あんぜん

な場所
ば し ょ

でやりましょう。 

・エアガン
え あ が ん

などのきけんな遊
あそ

びや、川
かわ

や用
よう

水路
す い ろ

などのきけんな場所
ば し ょ

へ子
こ

どもだけで行
い

かない

ようにしましょう。 

・友
とも

だちとお金
かね

や物
もの

の貸
か

し借
か

りをしないようにしましょう。また、子
こ

ども同士
ど う し

で 

家
いえ

のものをあげたり、もらったりしないようにしましょう。 

・自転車
じてんしゃ

で出
で

かけるときは、ヘルメット
へ る め っ と

をかぶり、あごひもをしめましょう。 

７ その他 

・髪
かみ

の毛
け

を染
そ

めたり、アクセサリー
あ く せ さ り ー

はつけないようにしましょう。 

・エレベーター
え れ べ ー た ー

を使う
つ か う

必要
ひつよう

があるときは先生
せんせい

に聞
き

きましょう。 

・緊急
きんきゅう

の時
とき

以外
い が い

は、非常
ひじょう

階段
かいだん

は使
つか

いません。非常
ひじょう

階段
かいだん

の扉
とびら

も開
あ

けません。 

・他
た

クラス
く ら す

へは入りません
は い り ま せ ん

。他
た

学年
がくねん

のフロア
ふ ろ あ

へ 
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ＴＥＬ
で ん わ

 ０７５－８５２－１１３３   ＦＡＸ
ふぁっくす

 ０７５－８５２－１１４４ 

イカのおすし 

□ついていかない 

□のらない 

□おおきな声
こえ

でさけぶ  

□すぐ逃
に

げる 

□しらせる 

 



学校生活について 

２nd  ～ ３rd stage(５～９年) 

１  学校での服装について 

◎ブレザー、ネクタイまたはリボン、ズボンまたはスカート（ここまで学校指定）、および白いカッターシャツを標準服とし、

一年間を通じて標準服で過ごすことを基本とします。 

〇標準服は正しく着用します。 

   ・ブレザーのボタンは基本的にしめます。 

   ・カッターシャツはズボン・スカートの中に入れ、第 1ボタン以外のボタンは常にしめます。ネクタイまたはリボンをつ

けるときは第 1ボタンもしめます。 

   ・スカートは腰で折り曲げたりせずに履き、ズボンは腰で履きます。 

  

  〇季節や気温などによって、服装を工夫します。 

   ・暑いと感じるときは、ブレザーを脱いで、カッターシャツやセーター・カーディガン・ベストなどで生活します。また、シ

ャツのみで過ごす場合は、白いポロシャツでもよいです。 

   ・ブレザーを着用しないときや、活動内容や気候によってはネクタイやリボンを着用しなくてもよいです。 

   ・登校時に寒いと感じるときは、ブレザーの上から防寒着の着用や、マフラーや手袋などの防寒具を着用します。 

   ・寒いときは授業中にひざかけを使用してもよいです。ただし、体に巻いて廊下を歩くなどのことはしません。 

 

〇履物について 

・通学時の靴は、歩きやすい通学に適した靴を履き、天候によっては長靴やスノーブーツなどを履きます。 

・上履きは学校指定のものを履きます。 

     

＊始業式、終業式、卒業式などの式典や校外での活動など正装がふさわしい時は、標準服を着用します。 

＊インナーシャツ・靴下・セーター・カーディガン・ベストなどは、派手でなく、標準服に適したものを着用します。 

２  その他身だしなみについて 

 ・頭髪は清潔に保ち、頭髪加工はしません。 

 ・頭髪につけるもの（ゴム・ピンなど）は華美にならないようにし、必要最小限にします。 

 ・装飾品は身につけません。 

 

３  体育時の服装について 

 ・原則学校指定の服装（ジャージ、Tシャツ、ハーフパンツ）を着用します。 

 ・活動に適した運動靴を使用します。体育館では、学校指定の体育館シューズを使用します。 

 

４  持ち物について 

 ・持ち物には必ず名前を書き、荷物の管理は自分できちんとやります。 

生徒目標 

・自ら考え、判断し、行動できるようになろう。 

・お互いを認め合い、励ましあえる仲間づくりをしよう。 

・下級生の憧れとなるような存在になろう。 

 



 ・学校に不必要なお金や物などは持ってきません。金銭などの貸し借りもしません。事情がある場合は担任の先生に相

談しましょう。 

５  登下校について 

  始業時間に遅れないように余裕をもって登校します。また、完全下校の時間も守ります。 

  〇自転車通学の場合 

  ・自転車通学は許可制です。自転車保険には必ず加入します。 

  ・ヘルメットを着用し、必ずあごひもをしめます。（登下校時以外も自転車に乗る時はヘルメットを着用します。） 

  ・学校が許可したことを示す「ラベル」を自転車の所定の場所に貼ります。 

  ・自転車の改造・変形はしません。整備された自転車（灯火・ブレーキ等）に乗ります。 

  ・交通ルール（二人乗り、逆走、傘さし運転等をしない）を守ります。 

  ・許可された場所のみ自転車に乗り、学校敷地内、また乗車が認められていない場所では自転車を押して歩きます。 

  ＊自転車も自動車と同じ車両だという認識を持ち、常に安全運転を心がけましょう。 

   

  〇バス通学の場合 

  ・4～9月と 10月～3月の二期に分けて定期券を渡します。バスに乗る時は必ず定期券を所持します。 

  ・バスは公共の乗り物であることを認識し、必要に応じて席を譲り合い、不必要に大きな声を出すなど他の乗客や運

転手さんに迷惑をかけないようにマナーを守ります。 

  ・時間に余裕をもって駅やバス停に行き、マナーを守って待ちます。 

  ・乗車は下級生から順番を基本とし、乗降、乗車中は安全に気を付けます。 

   

  〇全体 

・横断歩道以外の場所を横断したり、車道にはみ出して歩いたり、危険な行動は絶対にしません。 

・通学中に買い食いなどはしません。 

・騒ぐなど、地域や他の人に迷惑にならないようにし、寄り道せずにまっすぐ家に帰ります。登下校中に限らず、社会の

ルールやマナーを守り、人に迷惑はかけません。 

・8時 25分以降に登校した場合は、職員室に登校したことを伝えてから教室へ行きます。 

６  学校生活について 

〇生活面 

 ・欠席や遅刻、前もって早退がわかっているときは、アプリや電話等で保護者から学校へ連絡します。 

 ・登校後は、許可なく校外へは出ません。 

 ・他学年のフロアへは、必要な時以外は立ち入りません。また、許可なく他クラスへは入りません。 

 ・非常時以外は非常口（階段・ベランダ）へ出ません。（ドアも開けません。） 

 ・トイレはマナーよく清潔に使用し、スリッパをそろえるなど常に使いやすい状態にします。 

 ・更衣は更衣室や指定された場所を使います。 

 ・授業開始のチャイムが鳴るまでに次の授業の準備を済ませ、着席します。 

 ・エレベーターは教職員の許可が出た場合のみ使用します。（身体的事情や重たいものを運ぶ時など） 

 ・廊下は基本的に右側を歩きます。 

 

〇部活動（詳細は入部後の部活動運営方針で確認してください。） 

 ・２ndstageから入部可能です。ただし、5・6年生は毎週月曜日のみの活動とします。 

 ・入部を希望する場合は年度当初に入部届を提出します。 

 ・1年間は継続して活動することを基本とします。 


